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遠え
ん

藤ど
う　

伸し
ん

一い
ち

（
委
員
長
）

同
じ
障
害
で
も
、
個
人
個
人
の
生
き

方
が
あ
り
ま
す
。
団
体
の
活
動
や
個
人

の
生
き
方
が
、
紙
面
上
に
現
れ
る
「
身

障
か
な
が
わ
」
に
で
き
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
原
稿
が
頼
り
で

す
。新あ

ら

井い　

修お
さ

身み
（
副
委
員
長
）

今
年
度
も
、
視
力
部
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
、
身
障
か
な
が
わ
の
編
集
委
員
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

鈴す
ず

木き　

英ひ
で

雄お

最
近
、
体
調
に
不
安
が
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
範
囲
で
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

田た

畑ば
た　

ふ
み
子こ

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

種た
ね

田だ　

多た

化か

子こ

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
参
加
し
ま
す
。

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
理

解
に
つ
な
が
る
紙
面
作
り
を
目
指
し
ま

す
。吉よ

し

原は
ら　

君み
き

子こ

　

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

西に
し

本も
と　

順じ
ゅ
ん

子こ

本
年
度
か
ら
、
新
し
く
「
身
障
か
な

が
わ
」
編
集
委
員
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河か
わ

原は
ら　

雅ま
さ

浩ひ
ろ

引
続
き
、
読
み
や
す
く
、
役
に
た
つ

よ
う
な
紙
面
作
り
に
頑
張
り
ま
す
。

身
障
か
な
が
わ
編
集
委
員
紹
介

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp

発行３ヶ月前　　編集委員会　

　　　紙面構成や原稿依頼の開始

発行２ヶ月前

　　　紙面構成の検討と紙面作成

発行３週間前

　　　印刷、製本

発行　各団体の皆様へ送付

身障かながわ　作成の流れ

身近な出来事などがありましたら、
おしらせください。
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七
月
十
日
（
水
）、
バ
ス
二
台
で

五
十
二
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
落
雷
予
報
も

発
令
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
初
の
予
定

を
変
更
し
て
、
山
梨
方
面
へ
向
か
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
の
目
的
地
、「
里
の
駅　

い
ち

の
み
や
」
で
は
、
山
梨
県
な
ら
で
は
の

お
土
産
が
あ
り
、
皆
さ
ん
買
い
物
を
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
桔
梗
屋
信
玄
餅
工
場
テ
ー

マ
パ
ー
ク
に
向
か
い
、
工
場
見
学
や
買

い
物
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

工
程
の
当
日
変
更
が
あ
り
ま
し
た

が
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
な
く
、
実

施
で
き
ま
し
た
こ
と
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、

是
非
、
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
看
護
師
、

手
話
通
訳
士

の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

（
事
務
局
）

 

　
登
山
事
業(

歩
行
訓
練)

報
告

第23回　全国障害者スポーツ大会「ＳＡＧＡ2024」派遣選手
《　神奈川県選手団　　個人競技48名　　団体競技　１チーム15名　》

陸上（身体）　・阿部博敏（聴）・長嶋洋祐（肢）・山岸夕馬（肢）・漆原清乃（視）・五味義一（視）
　　　　　　　・坂田けんじ（肢）・嶋尾拓斗（肢）・関田慎次郎（肢）・宮部優子（肢）
陸上（知的）　・石川　蓮・粟屋尚貴・小山亮介・柿本空斗・山田優喜
　　　　　　　・白川堺都・池端優衣・大村菜友・三浦れい・畑木美乃
水泳（身体）　・野村空和（聴）・森　一馬（肢）・中村汐里（肢）
水泳（知的）　・小島雪乃・藤本　司・直井駿弥・荻野正人
卓球（身体）　・鈴木眞知子（肢）・川田政二（肢）　（ＳＴＴ）・松井俊貴（視）
卓球（知的）　・鈴木康之介・井上雄輔・牧野美月
卓球（精神）　・江川博紀・樋口博子
ＦＤ（身体）　・小菅　晃（肢）・井下昭二（肢）・狩野文男（聴）・狩野弘子（聴）
ＦＤ（知的）　・濱田壮琉・佐藤雅之・早川帆純
アーチェリー　・奥平小晴（内）
（身体）
ボウリング　　・森永華澄美・伊藤慎一郎・落合祐樹・中川恵介
（知的）
ボッチャ　　　・河合恭子（肢）・秋元優香（肢）
（身体）
【団体競技　グランドソフトボール（視覚）】
　　　　　　　・岸川三恵・杉山秀明・清水亜樹・飯田真之・與田直樹・中山明義・村川正行
　　　　　　　・西崎　誠・寺島崇央・齋藤健二・長田信清・関谷幸夫・寺島奏良・永井新一郎
　　　　　　　・福本順哉

《　相模原市選手団　　個人競技　17名　》
陸上（身体）　・押本翔希（肢）・山本嘉則（聴）
陸上（知的）　・田島彩花・菅野怜央・池田悠実・横谷好彦・松井拓也
水泳（身体）　・末田帆香（肢）
水泳（知的）　・佐藤友愉
卓球（身体）　・槇原澄男（肢）　（ＳＴＴ）・福島美栄子（視）
卓球（知的）　・後藤真人
卓球（精神）　・栗原祐人
ＦＤ（身体）　・海野昭美（視）・松岡愛香（聴）
ＦＤ（知的）　・森　柊介
ボウリング　　・菊地秀宣
（知的）

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp
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横
須
賀
市
視
覚
障
害
者
協
会

会　

長　

白し
ら

石い
し　

敏と
し

夫お

　

横
須
賀
市
視
覚
障
害
者
協
会
は
、
昭

和
二
十
三
年
に
産
声
を
上
げ
、
令
和
六

年
に
七
十
六
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
協
会
は
、
年
一
回
の
総
会
と
、
毎
月

行
っ
て
い
る
定
期
理
事
会
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

会
の
活
動
は
、
夏
の
納
涼
祭
と
新
年

の
新
年
会
、
年
度
末
の
福
祉
と
文
化
の

集
い
を
中
心
に
、
二
～
三
ヶ
月
を
目
処

に
、
食
事
会
や
各
種
教
養
講
座
、
社
会

見
学
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
他
に
も
、

年
間
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し

て
お
り
、
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
種
類
に
は
、
Ｓ
Ｔ

Ｔ
ク
ラ
ブ
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
）
・
編
み
物
ク
ラ

ブ
・
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
・
社
交

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
文
芸
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
同
好
会
と
し
て
、
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

会
全
体
で
は
、
年
に
一
回
の

障
害
福
祉
課
と
の
懇
談
会
を
は

じ
め
、
市
内
三
カ
所
の
警
察
署

を
訪
問
し
、
警
察
署
と
の
接
触

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
マ
ン
ス
リ
ー
の
機
関
誌
と

し
て
、
会
報
「
光
」
を
発
行
し
て
お

り
、
会
員
へ
の
広
報
に
努
め
て
い
ま

す
。

相
模
原
市　

芥あ
く
た

川が
わ　

文ふ
み

男お

　

私
が
住
ん
で
い
る
相
模
原
市
南
区

は
、
小
田
急
小
田
原
線
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線

が
通
っ
て
い
て
、
交
通
の
便
も
良
く
、

近
く
に
は
相
模
川
が
流
れ
、
と
て
も
環

境
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
難
病
で
視
力
を
失
い
、
気
持
ち

が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
の
紹
介
で
、
相
模
原
市
視
覚

障
害
者
協
会
（
相
視
協
）
に
入
会
し
ま

し
た
。活
動
の
中
で
一
番
驚
い
た
の
が
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
で
、
皆
さ

ん
が
元
気
に
楽
し
そ
う
に
活
動
さ
れ
て

い
る
の
に
気
持
ち
が
引
か
れ
て
、
ブ
ラ

イ
ン
ド
テ
ニ
ス
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

全
盲
の
私
が
テ
ニ
ス
な
ど
出
来
る
の

か
、
と
て
も
心
配
で
し
た
が
、
視
覚
の

皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
障
害
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
共
に
支
え
合
い
、
活
動

に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
社
会
参
加
や

自
立
す
る
道
が
開
け
る
よ
う
に
感
じ
、

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
に
も
参
加

し
、
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
Ｓ

Ｔ
Ｔ
の
各
競
技
大
会
に
も
参
加
し
、
沢

山
の
メ
ダ
ル
も
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
、

二
○
一
七
年
愛
媛
大
会
、
二
○
二
三
年

に
は
鹿
児
島
大
会
の
相
模
原
市
選
手
団

と
し
て
出
場
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全

盲
の
私
に
大
会
に
出
る
勇
気
や
楽
し
さ

を
教
え
て
く
れ
た
相
視
協
の
サ
ー
ク
ル

の
仲
間
達
や
お
世
話
に
な
っ
た
協
会
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
現
在
、
役

員
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

相
視
協
の
主
な
事
業
は
、
通
常
総

会
、
福
祉
大
会
、
社
会
見
学
、
親
睦
会

と
白
い
杖
の
文
化
祭
、
女
性
部
の
ホ
ッ

ト
サ
ロ
ン
で
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
バ
ス
旅
行
は
、
会
員
か

ら
も
好
評
で
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
静
岡
、
今
年
は
群
馬
方
面

に
行
く
予
定
で
す
。
白
い
杖
の
文
化
祭

は
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
落
語
、
カ

ラ
オ
ケ
等
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
の
発

表
会
。
家
族
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

も
観
覧
に
来
ら
れ
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。
福
祉
大
会
は
大
会
決
議
と
採
決
。

市
に
要
望
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
市
内

の
視
覚
障
害
者
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃

抱
え
て
い
る
問
題
や
、
悩
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
よ
り
豊
か
な
社
会

生
活
の
実
現
を
目
指
す
と
共
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
相
模
原
市

の
委
託
を
受
け
て
、
毎
月
第
一
火
曜
日

と
第
三
木
曜
日
に
「
視
覚
障
害
者
何
で

も
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会

場
は
、
相
模
原
市
立
視
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
。
内
容
と
し
て
は
、
ピ
ア

相
談
や
情
報
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て

い
る
日
常
生
活
用
具
給
付
、
対
象
の
情

報
機
器
操
作
説
明
等
。
ま
た
、
当
事
者

同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
集
え

る
談
話
室
を
設
け
て
い
ま
す
。
困
り
ご

と
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
障
害
福
祉
機

器
に
関
す
る
事
、
日
常
生
活
で
の
工
夫

な
ど
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
員
増
加
対
応
で
は
、
何
で
も
サ
ロ

ン
に
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
入
会
が
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
市
内
の

各
公
共
施
設
な
ど
に
会
員
募
集
の
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
い

た
Ｐ
Ｒ
の
お
か
げ
で
会
員
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

行
政
の
状
況
と
し
て
は
、
相
模
原
市

の
障
害
者
施
策
見
直
し
と
転
換
に
大
き

な
動
き
が
あ
り
、
障
害
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

意
見
交
換
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
県
身
連
、
相
身
連
の

事
業
に
参
加
協
力
し
、
相
視
協
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
「
明
る
く
元
気
に
、
楽
し

ん
で
」
会
員
同
士
の
交
流
や
、
健
常
者

と
の
交
流
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
活
動

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 
横
須
賀
市

 
　
　
視
覚
障
害
者
協
会
の

 
　
　
　
　
活
動
内
容
に
つ
い
て

市町村のページ①

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp

 

相
模
原
市

 

　
　
視
覚
障
害
者
協
会
の
活
動



（手話体験の様子）

（誘導体験の様子）
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理
解
促
進
部
会

「
障
が
い
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

講
習
会

　

各
障
が
い
の
特
性
の
お
話
や
体
験

談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
や
誘

導
体
験
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
、
障

が
い
の
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
当
事
者
や
支
援
者
が

障
が
い
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
沢
山
の
申
し
込
み
を
い
た

だ
い
て
い
る
人
気
の
あ
る
講
習
会
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

神奈川県身体障害者連合会　　　　　　　　　　
神奈川県障害者社会参加推進センター　事業紹介

藤沢ふれあいフェスタ

期日：令和６年12月７日（土） 　
場所：藤沢市役所　分庁舎（予定）

【内容】
各市町村で開催されているイベントに出展を
させていただき、障がいに対する理解を深め
ていただく活動を行っております。

第69回
神奈川県身体障害者福祉大会

期日：令和６年12月15日（日）
　場所：海老名市文化会館大ホール　

【内容】
障害福祉にかかわる課題を確認しながら、連
携を深め、ともに生きる福祉社会の実現に向
けて、大会宣言にかかげる行動を決意し、社
会参加及び社会福祉の向上の促進活動を行っ
ております。

第16回
神奈川県文化・芸術祭

期日：令和６年12月21日（土）
　　　　　　　12月22日（日）
会場：小田原三の丸ホール　　　

【内容】
ダンスなどのサークル的活動を行っている団
体の発表や、写真・書道・手芸・工作・絵画
などの展示を行っております。

「障害者差別解消法」講演

期日：令和７年２月５日（水）　　　　　
会場：二宮町生涯学習センターラディアン

【内容】
障害に対する理解・促進を目的として、講演
会を行っております。
第一部は、障害者差別解消法について、第二
部では、シンポジウムを行います。
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厚
木
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

畑は
た

中な
か　

靖や
す

敏と
し

　

厚
木
市
約
二
十
二
万
三
千
人
で
、
愛

川
町
と
清
川
村
と
は
横
の
繋
が
り
が

深
い
。
厚
木
市
の
大
き
な
催
し
と
し
て

は
、
八
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

の
「
鮎
ま
つ
り
」
が
あ
っ
た
。「
花
火

大
会
」
の
指
定
席
一
万
二
千
三
百
席

が
、
即
完
売
に
な
り
、
二
十
三
万
人
が

夜
空
を
仰
ぎ
、
煌
び
や
か
な
色
彩
の
音

で
「
ウ
ォ
ー
」
と
声
高
ら
か
に
楽
し
ん

だ
。
四
日
（
日
）
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
レ
ー
ド
の
後
、
子
供
た
ち
に
は
鮎

の
掴
み
取
り
、
厚
木
市
中
央
公
園
で

は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
て
、

ダ
ン
ス
、
踊
り
、
若
者
の
ボ
ー

カ
ル
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

「
身
障
か
な
が
わ
」
第

一
六
八
号
が
出
る
少
し
前
、
十

月
五
日
に
第
六
三
回
厚
木
市
障

が
い
者
体
育
大
会
が
、
荻
野
運

動
公
園
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、

五
百
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り

障
が
い
者
で
「
パ
ン
食
い
競

争
」
を
は
じ
め
、
数
々
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
楽
し
い
一
日
だ
っ

た
。

　

令
和
七
年
二
月
一
日
に
、
厚

木
市
制
七
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
式
典

に
、
特
別
表
彰
者
の
表
彰
と
、
厚
木
市

の
映
画
撮
影
が
始
ま
る
計
画
が
内
定
し

て
い
る
。
又
、
身
障
協
会
も
、
同
じ
く

九
月
に
七
十
周
年
を
迎
え
る
。
色
々
な

企
画
を
考
察
中
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
七
宝
焼
」
は
、
先
輩
方
が

始
め
た
三
十
数
年
前
か
ら
今
日
に
至

る
。
私
が
興
味
が
あ
り
、
指
導
を
受
け

て
四
～
五
年
経
っ
た
頃
、
次
々
と
先
輩

が
出
来
な
く
な
り
、
私
が
焼
釜
と
金
要

具
を
頂
き
、
少
し
ず
つ
引
継
ぎ
、
新
加

入
者
と
共
に
、
月
二
回
金
曜
日
に
定
め

や
っ
て
き
た
。
毎
回
十
名
前
後
の
入
会

者
が
参
加
し
て
、
現
在
は
責
任
者
と
し

て
西
本
副
会
長
を
中
心
に
頑
張
っ
て
い

る
。「
七
宝
焼
」
は
、
金
属
生
地
に
釉

薬
を
焼
き
付
け
た
、
美
し
い
工
芸
品
と

し
て
、
広
く
世
界
に
知
ら
れ
、
一
つ
ひ

と
つ
丹
念
に
釉
薬
を
施
し
六
百
度
の
釜

で
焼
き
上
げ
、
陶
磁
器
漆
器
に
見
ら
れ

な
い
華
麗
さ
と
手
工
芸
の
味
と
を
生
か

し
て
い
る
。
七
宝
の
語
源
は
仏
典
に
あ

る
、
金
、
銀
、
瑠る

璃り

、
珊さ
ん

瑚ご

、
玻は

璃り

、

硨し
や

磲こ

、
瑪め

瑙の
う

の
七
宝
か
ら
来
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
豪
華
さ
、
風
格
を
表
現
す
る

の
が
初
期
の
目
的
と
言
わ
れ
て
い
る
。

正
倉
院
の
御
物
に
七
宝
が
見
ら
れ
る
。

慶
長
年
間
に
京
都
の
金
工
匠
が
製
法
を

習
得
し
た
の
が
我
が
国
の
七
宝
の
初
め

と
言
わ
れ
、
明
治
期
に
七
宝
技
術
が
発

達
し
、
現
在
で
は
日
本
を
代
表
す
る
工

芸
品
と
い
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

肢
体
部
会
長　

小こ

出い
で　

庄し
ょ
う

作さ
く

　

長
年
、
県
身
連
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
、
県
内
各
市
町
村
の
障
害

者
団
体
で
は
、
会
員
の
高
齢
化
、
若
い

世
代
の
入
会
者
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
こ

う
し
た
現
状
は
、
障
害
者
団
体
の
共
通

の
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
特
に
心
配
事
が
、
平
成
二
十
五

年
か
ら
、
県
身
連
を
退
会
、
解
散
、
休

会
と
九
団
体
が
活
動
を
中
止
し
、
県
身

連
か
ら
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
九

団
体
の
皆
さ
ん
の
心
情
は
、
い
つ
ま
で

も
一
緒
に
県
身
連
活
動
を
や
っ
て
い
け

た
ら
と
思
う
人
が
多
く
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
各
協
会
が
抱
え
る
問
題
で
活
動

中
止
に
至
っ
た
経
緯
は
私
達
に
は
、
何

も
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
各
協
会
の

共
通
の
悩
み
と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
で
し
ょ
う
。

　

肢
体
部
会
で
も
、
一
年
間
を
通
し
て

の
事
業
運
営
、
活
動
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
齢
で
歩
行

困
難
者
が
増
加
し
、
各
協
会
の
活
動
に

は
参
加
し
て
も
、
県
身
連
肢
体
部
会
の

活
動
に
は
、
そ
の
場
所
へ
の
交
通
問
題

等
、
難
題
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
訓
練
会

で
は
、
当
日
、
そ
の
会
場
ま
で
の
交
通

手
段
等
が
確
保
出
来
ず
参
加
者
激
減
。

肢
体
部
野
外
活
動
も
、
出
発
地
ま
で
の

 

　
肢
体
部
会
の
現
状

交
通
手
段
や
参
加
費
の
値
上
が
り
等
で

参
加
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。
登
山
事
業

は
、
下
肢
障
害
、
車
椅
子
使
用
の
人

は
、
こ
れ
か
ら
は
リ
フ
ト
バ
ス
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
福
祉
大
会
は
、
以
前

は
、
大
会
会
場
に
五
百
人
か
ら
六
百
人

の
会
員
が
詰
め
か
け
て
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
二
百

人
前
後
の
会
員
の
参
加
で
す
。

　

各
支
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
も
肢
体
部

事
業
に
「
全
員
」
の
参
加
で
苦
労
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
も
、
時
代

の
流
れ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
肢
体
部
会
を
考
え
る

と
、
事
業
の
受
け
入
れ
や
す
い
企
画
へ

の
変
更
を
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
検
討
し

て
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

事
業
計
画
案
を
考
え
て
い
け
た
ら
と
思

う
日
々
で
す
。

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp

市町村のページ②
 

　
　
七
　
宝
　
焼

この会報は、赤い羽根
共同募金の配分を受け
て発行しています。
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皆様へのお知らせ

　令和６年10月24日（木）から29日(火)まで、第
23回全国障害者スポーツ大会「SAGA2024」帯同
にともない、この期間、事務局は閉鎖となりま
す。

写　真　募　集

　新年号（令和７年１月発行）に掲載する、日の
出の写真の提供をお待ちしています。

　　　　　　　　台風10号の影響について

　台風10号の影響を受けた地域のみなさまには、
お見舞い申し上げます。
　今一度、自らの命を
守るために出来ること
を、日頃から考えてい
きましょう。

　

世
界
中
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
た

第
三
十
三
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ

大
会
で
は
、
日
本
選
手
団
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
。
知
人
か
ら
恋こ
こ

ち
ゃ
ん
が
、
相
模
原

市
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
事
を

お
聞
き
し
、
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
女
子
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
大
会
最

高
得
点
で
、
堂
々
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
中
学

三
年
生
十
四
歳
、
吉よ
し

沢ざ
わ

恋こ
こ

選
手
が
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
た
、
そ
の
姿
に
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

柔
道
の
橋は
し

本も
と

壮そ
う

市い
ち

選
手
も
銅
メ
ダ
ル
、

高た
か

市い
ち

未み

来く

選
手
と
の
混
合
団
体
で
銀
メ
ダ

ル
も
獲
得
し
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら
９
名

参
加
し
、
沢
山
の
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い

五
輪
ロ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
猛
暑
日
が
続
く
中
、
相
次
ぐ

地
震
や
台
風
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
大

切
な
命
で
す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員
　
吉よ
し

原は
ら

　
君き
み

子こ

（
相
模
原
市
）

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜10月＞
２日（水）

６日（日）
16 日（水）
～ 17 日（木）
19 日（土）
20 日（日）
22 日（火）

24 日（木）
～ 29 日（火）

＜11月＞
５日（火）
９日（土）
10 日（日）

11 日（月）
16 日（土）
17 日（日）

＜12月＞
１日（日）

７日（土）
15 日（日）

21 日（土）
～ 22 日（日）

＜令和７年１月＞
５日（日）

17 日（金）
19 日（日）
21 日（火）

未定

障害者社会参加推進協議会
 （県社会福祉センター）
《聴覚部》デフ・ウエイ （鎌倉市）
《肢体部》研修会・部長会議 （伊豆潮風館）

《聴覚部》高齢部社会見学 （横浜市内）
《視覚部》ピクニック
身障かながわ編集委員会
 （県社会福祉センター）
第23回全国障害者スポーツ大会 （佐賀県）
　※この期間、事務室は閉鎖となります。

《肢体部》役員会
県初級パラスポーツ指導員養成研修 １日目
　　　　　　〃　　　　　　　　 ２日目
 （県立スポーツセンター）
《聴覚部》GO！デフ・ワールド
 （県聴覚障害者福祉センター）
《肢体部》野外活動 （埼玉県方面）
県初級パラスポーツ指導員養成研修 ３日目
　　　　　　〃　　　　　　　　 ４日目
 （県立スポーツセンター）

《肢体部》クリスマスの集い
 （海老名市総合福祉会館）
藤沢ふれあいフェスタ （藤沢市役所）
第69回神奈川県身体障害者福祉大会
 （海老名市文化会館）
第16回文化・芸術際 （小田原三ノ丸ホール）

《聴覚部》賀詞交換会
 （県聴覚障害者福祉センター）
卓球競技会【精神】 （県立スポーツセンター）
卓球・ＳＴＴ競技会 （県立スポーツセンター）
身障かながわ編集委員会
 （県社会福祉センター）
《肢体部》研修会

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp


